
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター情報 

 わかりやすい森林・林業 
              研究シリーズ 

６

裏面には、

詳しい 

試験研究 

結果が 

あります。

 森林環境に及ぼす、地球温暖化が原因と思わ

れる影響が県内でも見られます。気温の上昇に

より台風の巨大化、集中豪雨の増加、海水面の

上昇などが予測され、森林環境にさまざまな影

響を与えると考えられます。 

 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センタ

ーでは、今回、気温の上昇が直接的な原因と考

えられる森林帯の垂直分布に関連した調査を

しました。 

地地球球温温暖暖化化がが  
森森林林環環境境にに及及ぼぼすす影影響響はは？？

▲ 乾燥による森林の衰退 ▲ スギ花粉発生量の増加 ▲ 風倒木被害の増加 

▲ 山地災害の増加 ▲ 潮害による被害の増加 ▲ 梅などの開花時期の早期化
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  森森林林帯帯のの中中ででもも地地球球温温暖暖化化のの影影響響をを極極めめ

てて受受けけ易易いいととさされれてていいるる高高山山性性植植物物相相のの変変化化

ににつついいてて南南アアルルププススでで調調査査ををししままししたた。。 

静岡県における森林帯垂直分布の地球温暖化による変化の予測
2070 年頃までに 3.6℃気温が上昇すると予測 

現在ある高山帯は、消滅してしまう可能性があります。 

現 在 

落葉広葉樹林（温帯） 

常緑広葉樹林（暖帯） 

高山帯（寒帯） 

針葉樹林（冷温帯） 

3,192ｍ(北岳) 

1,700～1,800ｍ 

700～800ｍ 

2,600～2,700ｍ 

0ｍ 

南アルプス 針葉樹林（冷温帯） 

落葉広葉樹林（温帯） 

常緑広葉樹林（暖帯） 

2070年

常緑広葉樹林（亜熱帯） 

南アルプスの高山性植

物群落の南限である、

「 中 ノ 尾 根 山 」
（2,600ｍ以上に生育

する高山性植物の群落

を形成）で、30年前の

植物相と対比しながら

調査を実施しました。 

南アルプス 

  ←2,220m

調査地：中ノ尾根山 高山性植物群落 

 

● 高山性植物の明瞭な衰退は確認 

 されませんでした。 

● 自然環境下では温暖化の影響は 

 緩やかである可能性があります。 

地球温暖化の影

響の指標植物と

して活用できま

す。 

今後も森林環境の変化を把

握するために、指標植物に

注目した追跡調査が必要と

なります。 

が

● 30 年前も今回も確認できた種：13 種（温暖化の影響を受けていないと推定） 

● 30 年前は確認、今回は未確認の種：１種（温暖化の影響を受けた可能性があると推定） 

● 30 年前は未確認、今回は確認できた種：６種（調査精度の問題で温暖化の影響ではないと推定）

▲ハクサンイチゲ ▲ミヤマキンバイ ▲イワベンケイ

「指標植物となる中ノ尾根山群落の代表的な高山性植物」 

▲イワオウギ


